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プレスリリース

南極ドームふじ・ドームCアイスコアの降雪堆積率⽐を精密決定
〜氷期・間氷期サイクルにおける南極氷床上の降⽔分布と変動プロセスの解明へ〜

南極⼤陸やグリーンランドは、数⼗万年もの間、雪が降り積もってできた氷床で覆われていま
す。氷床を掘削して得られるアイスコアは、過去の地球環境を知る⼤きな⼿がかりです。アイス
コアの研究において、積雪の堆積率（年間の堆積量（cm/年））を把握することが不可⽋であ
り、従来、堆積率は、アイスコア中の⽔の酸素や⽔素の同位体⽐から推定されてきましたが、こ
の推定の不確定性を検証する⼿段はこれまでありませんでした。

国⽴極地研究所（所⻑︓⽩⽯和⾏）の藤⽥秀⼆准教授らを中⼼とした国際研究グループは、南
極⼤陸の上で約2,000km離れたドームふじ地域とドームC地域のそれぞれで掘削された深層アイ
スコアを対象に、過去21.6万年間の氷に含まれる1,401対の⽕⼭噴⽕に起因するシグナルを⽐較
し、2地点間に⽣じた積雪の堆積率の⽐を、同位体⽐を⽤いる⽅法よりも精密に割り出すことに成
功しました。

⽕⼭噴⽕シグナルから導いた堆積率⽐は、⽔の⽔素同位体⽐を⽤いて推定した堆積率⽐と⼤ま
かな傾向としては⼀致するものの、海洋同位体ステージ5dと呼ばれる10.6〜11.5万年前の時期に
は、約20%異なることが判明しました。この結果は、⽔素同位体⽐を⽤いた従来推定法には、最
⼤で約20%の不確定性があることを意味します。また、最終氷期の始まりの時期である海洋同位
体ステージ5dには、南極の広域の積雪堆積パターンや氷床の厚さがダイナミックに変動していた
ことを⽰唆しています。

さらに、現在の間氷期（約1万年前から現在）の間、⽕⼭噴⽕の信号から導いた堆積率⽐は
±1％の範囲で安定していたことが明らかになりました。これは、南極の広域の積雪堆積パターン
が、時間的にも空間的にもほとんど変化がなかったことを意味します。そして、南極の内陸部で
は氷床の厚さが過去約1万5千年にわたり増⼤を続けていることが明らかになりました。

アイスコアを⽤いた種々の研究において、年間堆積率の推定値は分析の基礎となる重要な情報
です。本研究により、アイスコアの年代決定計算など、さまざまな研究の信頼度が向上すること
が期待されます。また、雪の堆積率の変動が解明されることにより、氷期・間氷期サイクルのな
かでの南極氷床上の降⽔の分布と氷床変動の関係の解明、ひいては地球全体の気候システムの理
解につながると期待されます。

詳細は国⽴極地研究所のサイトをご覧下さい。

http://www.nipr.ac.jp/info/notice/20170208.html
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